
令和８年度 第２回磐田市男女共同参画審議会 摘録 

 

日  時 令和８年８月 2６日（水） 午前 9時００分～午前 11時００分 

場  所 磐田市役所 西庁舎３階 ３０５会議室 

出席委員 

委員 10名  

鈴木 まり子、住田 碧、伊藤 八重子、山下 元子、久永 公子、 

松野 裕貴、村上 ナオキ、鈴木 陽介、西藤 正江、藤田 佳宏 

※敬称略 

事務局 自治市民部長、自治デザイン課長、共生社会推進Ｇ長、担当２名 

 

［会議概要摘録］ 

1  開会 

2  報告事項 

⑴令和８年度 第１回男女共同参画審議会の振り返りについて  資料１ 

⑵第４次プラン改定に関する要望書について                 資料２ 

３  協議事項 

⑴第４次磐田市男女共同参画プランの施策体系図案について  資料３ 

  ⑵第４次磐田市男女共同参画プラン素案原稿について        資料４ 

４  閉会 

（主な意見） 

聞きなれない難しいものはあった。意見を言って終わりではなく、生活の中で感じること

があったら、記録してほしい。 

カタカナ言葉の解説が必要。 

文が長くターゲット、担い手がわかりにくい。 

ひとり親は「シングルマザー」のイメージが強いのでは？表現の工夫。 

市民が受け止めやすい表現。 

魅力発信。対象を絞ることへの違和感はあった。グループで話した結果、課題感が出て

いる若者、女性だからではないかと感じた。市が出したい施策とのすり合わせが難しい

と感じた。 



課が実践者かもしれないが、市民も最終的な実践者。市民にとってもわかりやすい、か

つ担当課もモチベーションがあがるような表現が必要。 

市役所も市民もやっていくのが計画。多様な視点で議論ができている。そして、委員も

プランが自分ごとになるように。プランを作ることが目的ではない。いい社会を実現する

ために考えていることを忘れずに。 

 

 

 


